
2024年6月吉日

明代に成立した長編小説で、中国四大奇書の一つにも数えられている「西遊記」。

唐の玄奘三蔵が、孫悟空や猪八戒、沙悟浄といった妖怪たちをお供に、数々の苦難にあいながら

天竺（インド）へと辿り着き、仏典を手に入れて帰るという物語は日本でも絵本や青少年向けの小説などの

題材となってきた。日本では江戸時代初期から中期にかけて輸入され、『通俗西遊記』『絵本西遊記』など

で広く受容された。現代でも漫画『ドラゴンボール』をはじめ、日本テレビのドラマ『西遊記』などの

派生作品も数多い。奇想天外な妖怪たちとの戦い、ユーモラスなキャラクターはなぜ長きにわたって

愛されるのか。大人になった今、また読み返したい西遊記の世界へ。

【お問合せ】 株式会社三栄 第二営業企画局 Mail : koukoku@san-ei-corp.co.jp

～この企画に関するより詳しい内容・不明点は各担当者にご連絡下さい。～

スペース 掲載料金 サイズ

表4
1,800,000

（税込1,980,000）

235×200
（天地mm×左右mm）

表2見開き
2,500,000

（税込1,650,000）

285×420
（天地mm×左右mm）

表3
1,400,000

（税込1,540,000）

285×210
（天地mm×左右mm）

目次対向
1,300,000

（税込1,430,000）

285×210
（天地mm×左右mm）

4C1P
1,100,000

（税込1,210,000）

285×210
（天地mm×左右mm）

■発売日 ： 2024年8月2日（金）

■発行形態 ：平綴じ／右開き

■判型 ：128Pフルカラー・A4変型

■定価 ：1200円（税込）

■発行発売 ：株式会社三栄

■オーダー締切 ：7月12日（金）

■校了日 ：7月22日（月）

『大人が読みたい西遊記（仮）』

＜大特集＞

第一部 西遊記とは何か？

＜１章＞孫悟空誕生（第1回～第8回）

＜２章＞三蔵の旅立ち（第8回～第22回）

＜３章＞三蔵たちの苦難と戦い（第23回～第97回）など、7章に分けて解説

＜挿絵＞ 孫悟空、玄奘三蔵と玉龍、猪八戒と沙悟浄、金角と銀角、牛魔王と鉄扇公主（羅刹女）／北伐

第二部 玄奘三蔵とシルクロード ＜玄奘三蔵の史実 ～大唐西域記を中心に～＞

玄奘三蔵の誕生と西域への旅（西域記本編より3部で構成）

唐代の仏教について、玄奘の死、「西遊記」の誕生とその時代背景

ルポルタージュ 唐招提寺を訪ねて 薬師寺

・慈恩寺（さいたま市）※南京で発見された頂骨を埋葬

・道昭と飛鳥寺

コラム、寄稿など

＜寄稿＞『西遊記』の成立と時代背景・日本での受容 上原究一（東京大学准教授）

＜寄稿＞玄奘三蔵の足跡 岡田真幸（大信寺第三十一世住職）

＜インタビュー＞本場で孫悟空を演じる京劇俳優、石山雄太

24年8月2日発売別冊

※特集内容は変更になる場合がございます。あらかじめご了承ください。


